
人・農地プラン作成について

１ 人・農地プラン作成の背景？

 ≪あなたの周りに、将来の農業や集落（地域）を支えていく若い農業者がいますか・・？≫ 

 〇農業や集落を中心的に支えた終戦直後生まれ（団塊の世代）の多数の担い手の引退時期が間近に迫っています。

 〇多数の担い手の引退は、農業生産の基盤である農地の遊休化（耕作放棄地化）に結び付くことが心配されます。

 〇人・農地プランは、集落内の話し合いを通じて、人と農地の問題解決のための「農地活用の設計図」を作成することです。

２ 人・農地プラン作成の流れ

ステップ３：町が決定した「人・農地プラン」に基づき、担い手へ農地を集積する。 

ステップ１：集落内での話し合いで、プランの原案をつくる。 

      集落内での話し合い内容（例）

〇将来とも農業を続けて行きたい担い手（認定農業者等）を明確化する。

〇明確化された担い手への農地を集積する方法等について話し合う。

整理された内容を「人・農地プラン」の原案としてまとめる。

（原案の作成は、集落作成委員を中心に町と協力しながら行います）

町と集落作成委員等で話

し合い内容を整理する。

ステップ２：町が、人・農地プラン原案を決定する。 

〇決定にあたって、町は有識者からなる「検討会」を設置。 

〇検討会委員の意見を取り入れながらプランを決定する。 

≪貸し手農家≫

〇経営転換農家

〇規模縮小農家等
〇ＪＡ（農地利用集積円滑化団体）

〇熊本県県農業公社

≪出し手農家≫

〇プランに位置付けた

担い手（認定農業者、

営農生産組合等）

農地集積協力金等の交付

（交付要件あり）

規模拡大加算金の交付

（交付要件あり）

公的機関を経由し貸付

農地の権利移動（１０年間）⇒貸借、売買、（特定農作業受委託）


